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環
境
基
本
計
画
な
ど
重
点
課
題

環
境
基
本
計
画
な
ど
重
点
課
題

中
環
審

総

会
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
取
り
組
み
確
認

国
交
省
建
設
団
体
と
意
見
交
換

担
い
手
３
法
改
正
で
業
界
発
展
へ

中
央
環
境
審
議
会
（
会
長

・
高
村
ゆ
か
り
東
京
大
学
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）
は
９
月
１８
日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

で
第
３２
回
総
会
を
開
催
し

た
。
高
村
会
長
が
こ
れ
ま
で

の
審
議
状
況
を
環
境
省
幹
部

ら
に
説
明
。
ま
た
当
面
の
課

題
と
し
て
第
６
次
環
境
基
本

計
画
、
第
５
次
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
計
画
、
令
和

７
年
度
重
点
施
策
、
気
候
変

動
政
策
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
へ
の
取
り

組
み
な
ど
を
確
認
し
た
。

総
会
で
は
伊
藤
信
太
郎
環

境
相
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
第
６
次
環
境
基
本
計
画

で
は
６
つ
の
重
点
戦
略
を
掲

げ
、
来
年
度
の
重
点
施
策
に

反
映
さ
せ
た
。
生
物
多
様
性

や
再
資
源
化
の
分
野
で
も
新

法
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
災
害
復
興
や
環
境
保
全

の
基
軸
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」と
述
べ
、一
層
の
協

力
を
要
請
。
続
い
て
八
木
哲

也
・
滝
沢
求
両
環
境
副
大
臣
、

朝
日
健
太
郎
・
国
定
勇
人
両

環
境
大
臣
政
務
官
ら

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

第
６
次
環
境
基
本

計
画
は
５
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
、
気
候
変

動
の
影
響
な
ど
で
生

物
多
様
性
が
危
機
に

直
面
し
て
い
る
と
強

調
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
持
続
可

能
な
グ
リ
ー
ン
経
済

シ
ス
テ
ム
や
地
域
循
環
共
生

圏
の
創
出
な
ど
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
総
合

戦
略
検
討
専
門
家
会
議
を
設

け
、
約
１
年
間
に
わ
た
っ
て

対
応
の
方
向
性
な
ど
を
検
討

し
て
き
た
。
と
く
に
飲
用
に

よ
る
汚
染
拡
大
防
止
、
科
学

的
・
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
充

実
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
に
力
を

入
れ
る
。

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相
は
９
月
１７
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
国
土
交
通
省
幹
部
会
議
室
で
建
設
業
界
４
団
体
の
ト

ッ
プ
と
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
令
和
７
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
建
設
業
に

お
け
る
賃
金
の
引
き
上
げ
や
働
き
方
改
革
を
官
民
一
体
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。
６
月
に
改
正
さ
れ
た
建

設
業
法
・
入
札
契
約
法
・
品
質
確
保
法
か
ら
な
る
担
い
手
３
法
を
踏
ま
え
、
上
下
水
道
な
ど
国
民
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
担
い
手
で
あ
る
建
設
業
界
の
持
続
可
能
な
発
展
を
め
ざ
す
。

国
交
相
と
４
団
体
の
意
見

交
換
は
約
１
年
ぶ
り
。
４
団

体
は
３
月
に
岸
田
文
雄
首
相

と
の
意
見
交
換
も
行
い
、
５

％
を
上
回
る
賃
上
げ
達
成
へ

官
民
が
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。

今
回
は
全
国
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造

会
長
）
が
加

盟
す
る
建
設

産
業
専
門
団

体
連
合
会
の

岩
田
正
吾
会

長
、
日
本
建

設
産
業
連
合

会
の
宮
本
洋

一
会
長
、
全

国
建
設
業
協

会
の
今
井
雅

則
会
長
、
全

国
中
小
建
設
業
協
会
の
土
志

田
領
司
会
長
ら
が
出
席
。
国

交
省
か
ら
吉
岡
事
務
次
官
、

平
田
不
動
産
・
建
設
経
済
局

長
ら
が
同
席
し
た
。

冒
頭
、
斉
藤
国
交
相
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
能
登
半
島

地
震
で
は
最
前
線
で
活
躍
さ

れ
、
ま
た
日
頃
か
ら
公
共
工

事
の
円
滑
な
遂
行
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深

く
感
謝
す
る
。
建
設
業
の
担

い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
賃

上
げ
や
働
き
方
改
革
は
喫
緊

の
課
題
だ
。
本
日
の
意
見
交

換
が
実
り
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

国
交
省
は
担
い
手
３
法
の

改
正
に
つ
い
て
全
国
の
地
方

整
備
局
な
ど
で
説
明
会
を
開

催
。
一
部
が
９
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
、
新
た
に
建
設
工

事
費
の
基
準
の
作
成
・
勧
告

や
工
事
契
約
内
容
に
関
す
る

調
査
・
公
表
・
報
告
な
ど
を

同
法
に
位
置
づ
け
た
。

こ
れ
を
受
け
て
４
団
体
は

労
務
費
の
見
積
り
や
適
正
工

期
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
。
建
設
工
事
に
お
け
る
技

能
者
の
処
遇
改
善
や
休
日
の

確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど

を
含
め
新
た
な
担
い
手
３
法

へ
の
理
解
を
促
進
す
る
。

週
休
２
日
制
の
導
入
に
際

し
て
は
収
入
が
減
少
し
な
い

よ
う
配
慮
し
、
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
賃
金
の
引
き
上
げ

に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

建
専
連
の
岩
田
会
長
は
賃
上

げ
を
実
現
す
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
建
設
Ｇ
メ
ン
に

よ
る
活
動
強
化
の
必
要
性
な

ど
を
提
起
し
た
。

ま
た
手
間
の
か
か
る
書
類

作
成
業
務
に
つ
い
て
は
発
注

者
に
も
相
応
の
負
担
を
求
め

る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
な
ど
を
積
極
的
に

活
用
す
る
。

さ
ら
に
斉
藤
国
交
相
は
女

性
の
活
躍
に
期
待
感
を
表
明

し
、
４
団
体
が
先
進
的
な
取

り
組
み
事
例
を
紹
介
し
た
。

賃金の引き上げ推進賃金の引き上げ推進

幹部職員と業界関係者が一堂に

斉藤国交相

活発な審議へ協力を要請

伊藤環境相
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